
中中道道志志川川トトララスストト協協会会
神奈川県相模原市緑区（旧津久井町）

中道志川
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道志川は山梨県に端を発し、丹沢山地の北側を流れて神奈川県相模原市緑区三ケ木で相模
川と合流する渓流である。現在、道志川は神奈川県民の水源としての役割を担い、今もなお県
内一と評される清浄な水質と渓谷美にやすらぎを求めキャンプ客などが多く訪れる。中道志川ト
ラスト協会は、神奈川県内を流れる中道志川をフィールドに、この母なる川を次世代に引き継ぐ
活動を行っている。



清流・道志川を守る

　かつて道志川は、自然豊かな清流でア
ユの名産地であった。その清浄な水は「赤
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道を越えても腐らない」と評価された。道志
川の渓谷の急流を遡上するアユは、筋肉
が発達して眼の上がコブのように膨み曲が
っていたことから「鼻曲がりアユ」と呼ばれ、
江戸時代には将軍家に献上されていた。
　しかし、１９５５年に上流に道志ダム、１９６５
年に下流に城山ダムが建造されたことによ
り、アユが遡上する流れは完全に分断され
てしまい、鼻曲がりアユは、その姿を消すこ
とになる。また、生活排水の流入やキャンプ
客や釣り人によるゴミなどで道志川の河川
環境は悪化し、夏休みになると毎日のよう
に泳いで遊んでいた子どもたちの姿がほと
んど見られなくなった。
　１９９９年、津久井町（現　相模原市）は
中道志川トラスト協会を設立。稚アユの放
流や河川の美化活動、自然体験・交流イ
ベントを通じて、道志川の象徴であるアユと
清流を取り戻す参加型の「川のトラスト運
動」を進めている。
　現在、稚アユの放流を繰り返すうちに、
一部のアユが津久井湖で産卵し、遡上す
るのが確認されはじめている。
【会員制度】
　年会費　個人会員　　　　　３,０００円
　　　　　法人会員（一口）　１０,０００円
　　　　　協賛会員（一口）　　１,０００円
【定例行事】
稚アユの放流
アユ釣り教室
【定期刊行物】
会誌「中道志川トラスト協会」年１回
【連絡先】
〒２５２－０１５７

神奈川県相模原市緑区中野６３３番地

相模原市津久井環境課

�０４２－７８０－１４０４　Fax.０４２－７８４－７４７４



富士山の緑化をすすめよう
　
　富士山は、日本の象徴であり、日本人
の心のふるさとである。ところが、この富士山
が病んでいるのである。このまま放っておけ
ば、富士山の美しい山の姿は崩れ、森は
枯れ果て、自然の植物は絶滅し、富士山
麓の湧き水は、汚染され、水量が減り、最
後には、湧水が枯れ果ててしまう危険性が
あるのだ。
　富士山西側の大沢の崩壊は、良く知ら
れているが、東南麓でも崩落が始まってい
る。御殿場口登山道の太郎坊から須走口
新五合目を中心に、大雪崩や風雨による
流失などが発生している。この雪崩は、段
と々下の方へ下がってきており、将来、東
麓の林や居住区に大被害発生のおそれ
があるのだ。
　この地は、宝永噴火による大砂礫地で、
噴火以前は、宝永山山頂付近まで原生
林だったところである。荒い火山砂礫の急
斜面で、高度１３００～２５００メートル、積雪が
多く、雪崩も多発し、雨量も多い。太平洋
上から強い南風が激しく突き当たり、突風
も多く発生する。殆ど栄養分の無い粗い砂

礫地で、気象・土壌共に植生にとって極め
て劣悪な条件の地帯なのである。従って、
自然の遷移に任せたままでは、何百年を
経ても自然林の復元は不可能なのである。
　そこで、緑化によって、崩落を防ごうと言
うことになるのだが、植生にとっては大変に
厳しい土壌・気象条件のため、簡単なこと
ではないのである。一部の地域で、カラマツ
やモミの植栽も行なわれたが、成功してい
ない。
　そんな中で、永年にわたりこの地域の緑
化について調査研究をしてきた、本会の創
立者、渡辺健二氏によって、提唱された方
法が、まず、バッコヤナギを植える、という
「間接的手法」である。直接有用樹種を植
栽せず、まず、土砂の流動を止める先駆
植物の進出を促進する。その手段として、
富士山自生の植物で、乾燥に強く、雪崩
でやられても、枝が地上に出ていればそこ
から新しく芽を出す、というバッコヤナギを植
えようというものである。砂礫の流動が止ま
れば、先駆植物の草木灌木が進出し、後
にハンノキ類やミヤマヤシャブシを植えて土

富富士士山山ナナシショョナナルル・・トトララスストト
静岡県御殿場市

『富士山ナショナル・トラスト』は１９９６年３月に結成され、約３００名の個人会員と多くの団体会員
で富士山南東部の砂礫地の緑化活動に取り組んでいる。
下記の内容で、年間９０日以上のボランティア活動が行われている。
�富士山崩落防止・水源涵養のための緑化活動
�富士山の環境保全と美化活動
�富士山をキャンパスにした環境教育活動
�その他この会の目的を達成するために必要な事業

▲麓の畑でバッコヤナギの挿し木を大事に育てる。
�オフロード車に荒らされた斜面で植樹の打合せ。



壌の肥沃をはかる。その後は、自然の遷移
にまかせれば森林化する。毎年４月２９日
みどりの日を中心に植樹を行っているが、
当会の特色は挿し木による苗木の育成か
ら植樹まで一貫して手掛けており、同時に
先駆動物である高山植物の種も採取して
蒔いている。また企業や労組など各種団
体のボランティアを年間４０団体近く受け入
れている。２００８年度までに約１０万本を植
樹した。
【保全資産】
土地　４ha
【会員制度】
年会費　　　個人会員　２,０００円
　　　　法人団体会員　５,０００円
【定例行事】
春の植樹祭　４月２９日
【定期刊行物】
富士山　年１回
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【交通】
ＪＲ御殿場線御殿場駅下車、車で１５分。
シーズン中は富士急行バスが利用できる。
【連絡先】
〒４１２―００４７　静岡県御殿場市神場６４６

　　　　　　 �富士社会教育センター内

�０５５０－８９－２５３０　Fax.０５５０－８９－２５１６

fujitrust@fujina.sakura.ne.jp

http://www.fujina.sakura.ne.jp

御殿場口五合目で白銀の富士山をバックに植樹する会員達



柿田川湧水群
　
　柿田川湧水群は、富士山系の地下水
としては最大規模のもので、湧水量は１００
万トン／日、静岡県東部３市３町約３５万
人の貴重な飲料水となっており、まさに日
本一である。
　その流域には、ヤマセミ、カワセミ、アオハ
ダトンボ、ミシマバイカモ（三島梅花藻）、ヒ
ニジモ、ダビトサナエ、ゲンジボタル、アマゴ、
アユ、ホトケドジョウ等、貴重な動植物が多
く、山奥の自然がそっくり都市砂漠に移動
したオアシスである。また、晩秋から初冬に
かけ、狩野川水系のアユが、この川に入り
込み、数十万の群となって遡上産卵するさ
まは圧巻である。
　「名水１００選」、「２１世紀に残したい日
本の自然」に選ばれ、日本最後の清流と
してその素晴らしさは、自他共に認めるとこ
ろである。
　ところが近年、地下水上流部にあたる御
殿場市、裾野市の開発が進み、雨水の地
下浸透減と、工場群等による地下水汲み
上げ量増大のため、湧水量が減少し、
１９６３年１３１万トン／日と比較すると、実に
３０万トン／日の減少である。
　また、流域の原生林等が心ない不動産
業者による開発のため、伐採されだした。こ
うした川本来の生態系が破壊されつつあ
る現状をみて、町当局に保護条例制定の
陳情を提出したが、それも却下され、背水
の陣で１９８８年３月１９日に「柿田川みどり
のトラスト委員会」を設立し、ナショナル・トラ
スト運動を始めた次第である。
　幸い全国的な支援を得て、１９９１年３
月には静岡県の財団法人設立許可が下
り、募金も順調に集まり、２００９年１２月末現
在、１３,４６５万円の寄付をいただいた。町が
設定した柿田川公園計画との調整という

財財団団法法人人柿柿田田川川みみどどりりののトトララスストト
静岡県・清水町
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柿田川の最大の湧水口（水中撮影）
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難しい状況の中、柿田川で最も重要な原
生広葉樹林が繁茂し、芹、クレソンが生育
する岸辺３カ所、２,３５２平方メートルの土
地買収と２カ所１,３７８平方メートルの借り
上げに成功した。
　最近の日本の国土を眺めると、経済開
発によるむき出しの自然破壊が進む一方
で、残された貴重な自然を安易な観光化
発想により売り物にし、残すべき宝（自然）
を傷つけているケースが多い。柿田川の貴
重な自然の破壊は、上流部の工場進出、
森林伐採による湧水量減少だけではな
い。柿田川の名が全国的に知られたため、
柿田川の生態系を十分に配慮しない遊
歩道等の施設優先の都市公園設置によ
る観光化で、大勢押し寄せる観光客のほ
んの一部の心ない人たちのために、流域の
自然、動植物は急速に破壊されつつある。
　このままでは貴重な自然を私たちの世
代で破壊しつくし、後世の人 や々生物たち
のために残してやれないのではないかと深
く憂いている。自然は決して一部の人、現
世代の人 で々独占すべきものではない。後

世の人々、生物たちとの共有財産なのだ。
【現有資産】
土地　３箇所　２,３５２.４３�
【保全資産】
土地　２箇所　１,３７８.４７�
【会員制度】
年会費　個人賛助会員　　２,０００円
　　　　団体賛助会員　３０,０００円
トラスト募金に協力した場合は、特別会員と
なる。
【定例行事】
春の自然観察会 毎年４月第１日曜日
夏の自然観察会 毎年８月第２日曜日
鮎の自然観察会
野鳥観察会 毎年建国記念日
流量調査 毎年３月、８月
【定期刊行物】
新聞「柿田川」、「柿田川だより」
【交通】
ＪＲ三島駅からバスで柿田川湧水公園
前下車、徒歩１分。
または、三島駅からタクシーで約１０分。

初冬の原生林（トラスト買上地）



【連絡先】
〒４１１－０９０７　静岡県駿東郡清水町伏見７６６

　　　　　会長　漆畑信昭
�０５５－９７５－５４５４　Fax.０５５－９７６－６９９６

http://www.izu.co.jp/̃kakida

kakida@izu.co.jp
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トンボの楽園

　桶ケ谷沼は、静岡県下でも有数の淡水
の沼で、面積は７.４ｈａ、周辺はうっそうとし
た森に囲まれている。ヨシやマコモが生い
茂っているため、開けた水面は半分程しか
見えない。盛夏には、そこにもヒシやオニバ
スなどの水草が繁茂する。
　沼への排水など、人為的な汚染がない
ため、カワバタモロコなどの日本固有種をは
じめ、数多くの生き物が生息している。特
に、日本一のトンボの多産地として有名
で、本州最東端のベッコウトンボの生息地
となっている。静岡県内の約７割、国内の
約３割のトンボ類が確認されている。

トンボ天国保全トラスト

　周辺で開発が進む中で奇跡的に残さ
れた沼であるが、一部で埋め立てが始まっ
た。この素晴らしい沼の環境を後世に残す
ため、１９８６年、「桶ケ谷沼を考える会」が発
足し、保全活動を展開した。１９８８年からトラ
スト活動も開始された。保全の機運の高ま
りを受け、１９８９年には、静岡県が沼周辺の
土地約４４ｈａを買い取った。１９９１年には、
県から自然環境保全地域の指定も受け、
一定の保全が図られている。
　しかし、まだ近隣には取得されていない
土地が残っている。考える会は、さらなる保
全に向けたトラスト活動や、ベッコウトンボの
個体数調査など、トンボを自然環境のもの
さしとした活動を進めている。
【会員制度】
　個人会員　年会費　　２,０００円
　法人会員　年会費　１０,０００円
　賛助会員　随　時　１０,０００円以上

【定期刊行物】
「桶ケ谷沼を考える会会報」年３回発行
【連絡先】
〒４３８－００１６ 静岡県磐田市岩井３１５

 磐田市桶ケ谷沼ビジターセンター内

 とんぼハウス

�０５３８－３７－３８８８　Ｆａｘ．０５３８－３７－３８９７

okegayanuma-tonbo@yacht.ocn.ne.jp

特定非営利活動法人

桶ケ谷沼を考える会
静岡県磐田市
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 桶ケ谷沼 は、静岡県磐田市にある自然豊かな沼で、日本有数の「トンボ楽園」として知られてい
おけがやぬま

る。この沼に生息するトンボを中心に、昆虫や野鳥、植物などの生き物を保全し、魅力あるまちづ
くりにつなげることを目的として活動している。

桶ケ谷沼の全景
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トンボのためにアメリカザリガニを釣る市民ボランティア



軽軽井井沢沢ナナシショョナナルルトトララスストト
長野県・軽井沢町

軽井沢らしさを創出してきた明治・大正、昭和初期の別荘を中心とする歴史的建造物は急速
な時代の変化で消滅しつつある。また、別荘地の基盤を形成している自然環境も少しずつ人
工物に置き換えられたり、あるいは手付かずの放置状態に置かれている。
こうした状況に対して町内外の人々の知恵と力を結集してより良い軽井沢の環境を守り育てよう
と1994年に発足した。現在300名余の会員で活動を行っている。
これからも、豊かな自然と歴史的建造物が織り成す美しい風景を保全するためにさまざまな活
動を行っていく。

軽井沢ナショナルトラスト発足のきっかけとなった「明治四十四年館（旧軽井沢郵便局舎）」を登録文化財に
推薦し、手続き等を行った。今後もこのような保存に向けた取り組みを続けていきたい。



１２０余年の歴史軽井沢
　
　別荘地として一世紀余の歴史を持つ
軽井沢。外国人宣教師をはじめ皇室、華
族、政財界、文化人などの多くの人 に々愛
され広く利用されてきた。それは単に保養
の地にとどまらず日本の近代の一端を築く
場という、地方都市としては大変希有な歴
史をたどってきた。
　１２０余年の歴史は、豊かな緑の中に点
在する瀟洒な別荘であったり、また異国情
緒漂う町の姿として、軽井沢ならではの独
特な景観をかもしだしている。
【入会案内】
入会金　　　　　　 ２,０００円
年会費　一般会員　 ３,０００円
　　　　賛助会員　３０,０００円
【定例行事】
�別荘ウォッチング
�トラストアカデミー
【定期刊行物】
「軽井沢ナショナルトラストだより」年２回発行
【連絡先】
〒３８９－０１１１　長野県北佐久郡軽井沢町

 塩沢湖２０２－３

 （軽井沢高原文庫内）

�０２６７－４５－１１７５　Fax.０２６７－４５－３６６３

trust@karuizawa.ne.jp

http://trust.karuizawa.ne.jp
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毎年２回、会員向け別荘ウォッチングを開催し、歴史的建造物と
自然風景が織り成す避暑地軽井沢の空気を体感。このほかに
も町のイベントや外部団体の企画に合わせて散策会を行ってい
る。また、会員交流会は、軽井沢が好きな方 が々集まり、良い出
会い、情報交換の場となっている。



中山道・妻籠宿
　
　１９６８年から、１２４５.４haの広い範囲の保
存を続けている妻籠宿は、１９７６年に国の
重要伝統的建造物群保存地区に選ば
れている。
　宿場の中心には本陣・脇本陣・歴史資
料館があり、ビジターセンター的役割もはた
している。北側には妻籠城址があり、山頂
からは妻籠宿・三留野宿の両宿を見おろ
し、遠くの中央アルプスを遠望できる眺望
の良い場所である。
【現有資産】
土地　１,６７５.９４�　　建物　６棟
【保全資産】
土地３箇所　３,６２７.９３�
建物１棟
【定例行事】
妻籠冬期大学講座　２月、３月
城山の火祭り　８月下旬
文化文政風俗絵巻之行列　１１月２３日
【定期刊行物】
広報「妻籠宿」年４回
【公開時期】
宿場はいつでも見学できるが、博物館（本
陣・脇本陣・歴史資料館）は、年末２９日
から元旦まで休館。本会の事務所（案内
所）は年末２９日から正月３日までが休館。
【交通】
ＪＲ中央本線南木曽駅下車→おんたけ
交通バス→妻籠へ１０分。
【連絡先】
〒３９９－５３０２　長野県木曽郡南木曽町吾妻
　　　　　　２１５９番地２
�０２６４－５７－３５１３　Fax.０２６４－５７－４０３６

tsumago@coral.ocn.ne.jp

http://www.nagiso-town.ne.jp

財団法人妻籠を愛する会
長野県・南木曽町
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妻籠宿の町並み

つまご

１９６８年から保存運動が始められ、この会もそ
の年に任意団体で発足、１９８３年２月に財団
法人として再発足した。
妻籠宿の保存運動は、「売らない」「貸さない」
「こわさない」の三原則のもと、歴史的な町並と
その周辺の自然環境を資源とした地域の活性
化が図られている。４０年経た現在、国内外を含
め年間６０万人の観光地となり、地域振興のモ
デルケースとなっている。
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いろりの里・大平宿
　
　大平宿は、１９７０年に無住の里になった。
そして１９７３年、この地に「中京のふるさと・
大平高原」と銘打った開発業者が現われ
た。南信州・飯田市の水源の取水地付近
の出来事であっただけに、きれいな水を確
保することから運動が出発したのである。
　私たちがだれでも使える民家が欲しいと
考えた。そして家主との交渉を行ない、借り
た民家にいろりを作った。自分たちだけのも
のにしたくない、みんなに使っていただくこと
が、保存につながることを知ったのである。
　いろりの里・大平宿では、現代生活では
忘れてしまっている、人間に本来与えられ
ている １）話すこと ２）火を使うこと ３）歩く
ことを実践できるところだ。
　一人でも多くの方 に々利用していただく
ことが、大平宿を残すことになり、同時に当
会を元気づけることにつながっている。
【保全資産】
建物　いろり付き民家　１６棟
【協力費】
１人当たり　休憩　５００円　一泊　２,０００円
その他、大平宿を保全するために、１人３００
円以上のトラスト募金をお願いしている。
【会員制度】
入会金　１,０００円
年会費　個人会員　　３,０００円
　　　　法人会員　１０,０００円
【交通】
ＪＲ飯田線飯田駅下車。または中央道
高速バスで飯田ターミナル下車。アルスス
ポーツで必ず鍵を受け取ってから大平宿
へ行く。現地に管理人はいない。
県道８号（大平街道）を２０�。
車で３０分。徒歩で４時間３０分。

【連絡先】
〒３９５－００４５　長野県飯田市知久町２－３３

　　　　　　アルススポーツ内

�０２６５－５３－６０６０　Fax.０２６５－２２－６９６６

info@oodaira.net

http://www.oodaira.net

特定非営利活動法人

大大平平宿宿ををののここすす会会
長野県飯田市

いろりの里・大平宿（生活原体験の場）は、伊那谷の南アルプス山麓、チロルの丘下栗同
様に農村景観とともに利用者に支えられて残す民家として開放している。しかし民宿ではない。
不便である点はむしろ喜びとして、古き良さを活かして利用することが保存活動だ。火を使う生
活、人間であることを再認識し、自然に親しむ場としておおいに利用してほしい。
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おおおおだだいいららじじゅゅくく

大平宿の夜。いろりを囲めば話もはずむ。利用することが保存につながる。
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飯田と木曽を結ぶ大平街道の峠の宿場であった大平宿



赤目の森
　
　赤目四十八滝は、関西の人 に々はよく
知られている名勝で、日本の滝１００選にも
選ばれている。滝のある名張市は、近鉄電
車でおよそ１時間強で大阪の中心地まで
いける通勤圏で、周囲の丘陵地のほとん
どが新興住宅地として開発され、またゴル
フ場も数ヶ所にのぼる。
　このような中で、市内で唯一まとまって
残された里山である赤目の森の面積はお
よそ２０haで、４００名の地主によって所有さ
れており、開発側と保護側の両方から残さ

れた「貴重な自然の場所」となっている。特
に１９９０年頃に起こったゴルフ場計画に対
し、地元住民の反対運動が巻き起こり、そ
の対案としての「エコリゾート」計画の実現
はゴルフ場計画を白紙に戻した。この環境
を大切にするペンションは今、トラスト運動の
拠点になっている。
　また、その後も産廃場の計画が持ち上
がり、度重なる大規模開発からこの貴重な
里山を守り発展させるためには、「ナショナ
ル・トラスト運動」で土地を取得しなければ
ならないということになり、９６年２月に地元住
民と大都市住民が手を結んで「赤目の里

特特定定非非営営利利活活動動法法人人

赤赤目目のの里里山山をを育育ててるる会会
三重県名張市

滝に近接する赤目の森（呼称）を大規模開発から守るために、地元民と都市住民が手を結んで
トラスト活動を中心にして、その里山の保護、保全、イベントなどと取り組んでいる。トラスト地を二
ヶ所所有し、借地契約している湿田には、「トンボ池」を作り、ビオトープ作りを進めている。１９９９年
４月に三重県で第１号の特定非営利活動法人に認証登記された。
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トンボ池



山を育てる会」の誕生となった。そして、９９
年には、特定非営利活動法人の認証登
記も完了した。
　会では、季節ごとに自然観察会や自然
に親しむイベントを行ない、会員や地元の
人たちとの交流を促進している。そして、里
山の整備保全の中で、伐採した落葉樹を
利用した「シイタケ栽培」や「炭焼き」などを
行っている。
　産廃場計画地の休耕湿地では、希少
種「カワバタモロコ」の繁殖育成や、トンボ
池、観察小屋、木道などを整備し、定期と
なった地元の小学生たちの野外自然学
習の協力をしている。２０００年に、三重県環
境功労賞を受賞、２００５年には自然環境
功労者環境大臣表彰を受賞した。

【現有資産】
土地　４,０００�
【保全資産】
土地　約２０ha
【入会案内】
年会費　個人会員　　３,０００円
　　　　　　（学生は１,５００円）
　　　　賛助会員　　５,０００円　
　　　　永年会員　４５,０００円　
　シルバー永年会員　３０,０００円　
【交通】
近鉄大阪線赤目口駅下車→車で５分
【連絡先】
〒５１８-０７６２

三重県名張市上三谷２６８－１

エコリゾート赤目の森気付

�０５９５－６４－００５１　Fax.０５９５－６３－４３１４

office@akame-satoyama.org

http://www.akame-satoyama.org/
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　中池見湿地は、市街地に隣接した湿
地面標高５０m、深さ８０mを超えるすり鉢状
の埋積地形で、さらにその形状が特徴的
な�袋状埋積谷�である。現存が奇跡的な
�隠し田�のようなところで、広さ２５ha、減反
政策が始まるまでは全域田んぼであった。
周囲を里山に囲まれた沼沢地・中池見を
江戸時代に新田開発で拓いたものであ
る。
　特筆すべきは、そこに堆積している泥炭

層の厚さ（不連続に約４０m＝１２万年分）。
その層間に含まれる植物の実や花粉、火
山灰などから当時の気候変動が推定され
るとして環境考古学的にも注目されてい
る。これらのことを１９９９年、コスタリカでのラム
サール条約締約国際会議のプレ企画「世
界生物多様性フォーラム」の泥炭湿地分
科会で報告をしたところ、世界的にも稀な
例として分科会参加の国際的な１２団体
により異例の保全声明が発せられた。

特定非営利活動法人

ウエットランド中池見
福井県敦賀市

中池見湿地の保全活動は工業団地の候補地として埋め立て計画が浮上した１９９０年に始まっ
た。１９９２年、敦賀市が液化天然ガス（ＬＮＧ）備蓄基地として企業を誘致、建設計画が進行。これ
に対して１９９６年、地元環境保護団体（緑と水の会・つるが草の根の会・中池見を伝える女たち
の会・中池見シボラの会）が結集、計画地の一部を購入し、中池見湿地トラスト（ゲンゴロウの里
基金委員会）を設立、共有地トラスト運動を開始した。
中池見には、５本の小川が流れメダカが群遊、初夏の夜ともなるとホタルも乱舞するなど懐かし
い田舎の原風景があり、なぜかホッ！とする不思議な空間である。

フィールドミュージアムとして残したい・中池見湿地



　また、この湿地における生物の多様性も
驚異的で、これらは京都・神戸・福井３大
学による合同学術調査報告書に著されて
いる。数多くの絶滅危惧種が生息・成育さ
れており、トンボにおいては７０種確認されて
いる。周りを山に囲まれた閉鎖域、隔絶さ
れた環境となっているため、動植物につい
ては、まだまだ未知数、各種調査が引き続
き実施されている。
　このように市街地に近接していながら世
界的にも希少と認識されてきた中池見を
研究者の育成、市民の自然環境教育や
憩いの場として次世代へ残したいと「野外
の博物館」構想を掲げ、保全・調査活動
を継続してきた。
　２００２年には、液化天然ガス備蓄基地
建設が断念され、２００４年に建設予定地は
敦賀市のものとなった。同年、中池見湿地
の保護を続けてきた市民が役員となり、Ｎ
ＰＯ法人ウエットランド中池見を設立。中
池見湿地の保全活動と環境教育を目的
に今日もその魅力を伝えている。
【会員制度】
年会費　２,０００円
【定例行事】
定例自然観察会 原則毎月第４日曜日午前中
【定期刊行物】
会報「ＮＰＯ　ＷＥＴＬＡＮＤ　ＮＡＫＡＩＫＥＭＩ」
【交通】
ＪＲ北陸本線敦賀駅→タクシー約８分ま
たは徒歩３５分
北陸自動車道敦賀ＩＣから約２�
【連絡先】
〒９１４－００５４　福井県敦賀市白銀町１３－３７

�＆ Fax.０７７０－２２－２９０３

info@nakaikemi.jp

http://nakaikemi.jp
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環境省のレッドリストに加えられている�
メダカの姿をたくさん見ることができる　



　

よみがえれ！愛岐トンネル群

　愛知県の高蔵寺駅と岐阜県の多治見
駅間のＪＲ中央線と庄内川（玉野川、土
岐川）に挟まれた約８ｋｍにおよぶ地域に、
旧国鉄時代（１９００年～１９６６年）の１３箇

所ものトンネル群を擁した廃線跡地が残っ
ている。この明治時代の殖産振興の一翼
を担った鉄道の遺構「愛岐トンネル群」は、
まさに日本近代化への産業遺産といえる。
　廃線となって約半世紀たった今、放置さ
れていたことが幸いし、軌道沿いには、風

特定非営利活動法人

愛岐トンネル群保存再生委員会
愛知県春日井市

80

廃線後、全く人の手が加えられずそのまま残った旧国鉄中央線の跡地を再生するため、２００９年
に設立された。

緑の回廊となっている廃線跡
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光明媚な玉野渓谷が広がり、巨木や数百
本のモミジが豊かに自生している。また、鉄
道建設より前に地元住民の手によってつく
られたという、玉野街道の跡地（歴史遺
産）が残っている。愛岐トンネル群は、産業
遺産と歴史遺産に加え、美しい自然が一
体となった、全国でも貴重な環境といえる。
　愛岐トンネル群保存再生委員会は、こ

のように価値のある廃線とトンネル群を自然
豊かな散策路などに再生し、先人たちが
残した遺産を次世代につなげていくため、
ナショナル・トラスト活動を開始した。先人た
ちの努力の証であるこの遺構に再び光を
あて、ワイズ・リユース（賢い再利用）を目指
そうと考えている。
【会員制度】
　年会費一口　３,０００円
【基金制度】
「愛岐トンネル群と廃線跡再生基金」
　一口　１,０００円
（復刻・硬券切符型の領収書発行）
【連絡先】
〒４８６－０８４４ 愛知県春日井市

 鳥居松町二丁目８１番地

 ポトス春日井版編集室内

�０５６８－８７－６５３３　Ｆａｘ．０５６８－８７－６５８８

muramasa@mc.ccnw.ne.jp

http://www.geocities.co.jp/ag_tunnel/

 index.htm

旧国鉄の乗車券がモデルの領収書



 三草山 ゼフィルスの森（能勢町）
みくさやま

　日本に生息するゼフィルス（ミドリシジミ類
の蝶）２５種類のうち１０種類が生息している
貴重な里山である。なかでも希少種である
ヒロオビミドリシジミは、この森が府内唯一の
生息地で、日本の分布の東限となってい
る。ゼフィルスをはじめ、多様な生き物の生
育・生息環境を保全する活動を行ってい
る。

 歌垣 の森（能勢町）
うたがき

　歌垣山のふもとに位置する吉野地区の
クリ林跡地には、ミヤコアオイという植物が
生育している。春の到来とともに、ギフチョウ
が姿を現す。ギフチョウの幼虫が食べるミヤ
コアオイの生育しやすい環境づくりに取り
組んでいる。

 地黄 湿地（能勢町）
じおう

　小規模な湿地だが、約１００種類の植物
が自生し、また湿地特有のさまざまな生き
物が生息している。これらの多様な生き物
がすめる自然豊かな湿地環境を維持、保
全している。

島本森のクラブ保全活動（島本町）

　財産区有林や町有林などで、当協会
ボランティア「みどりすと」が中心となって設
立した「島本森のクラブ」が、里山の雑木
林や人工林、放置された竹林の整備を行
っている。

財団法人大阪みどりのトラスト協会
大阪府大阪市

大阪府内の貴重な自然環境や里山を保全するとともに、身近なみどりを充実させるため、１９８９年
に設立された。「みどりの未来を私たちの手で」をキャッチフレーズに、府内に残された和泉葛城山
のブナ林や三草山ゼフィルスの森など、貴重な自然環境を対象とした保全活動、緑の募金運動
など幅広い事業を行っている。
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和泉葛城山のブナ



 車 作  の森（茨木市）
くるまつくり

　放置された森林を手入れすることによ
り、かつての里山の姿を取り戻すために、
地元の方 を々中心に設立された「車作里
山倶楽部」が活動を行っている。活動の成
果として、８月にはキツネノカミソリの満開の
花を楽しむことができる。

 大和  葛城山 カタクリ群生地（千早赤阪村）
やまと かつらぎさん

　山頂付近にあるカタクリ群生地は府内
唯一のもので、ギフチョウがカタクリを訪花
するなど、貴重な生き物が生育・生息する
場所となっている。近年の環境変化や盗
掘など、人為的な影響による減少を防ぐた
め、保全活動に取り組んでいる。

 八  尾 水辺エコアップ活動（八尾市）
や お

　山間部のため池で、絶滅危惧種である
ニッポンバラタナゴ（コイ科）が生息してい
る。ニッポンバラタナゴの保護をはじめ、産
卵場所となるドブガイの生育環境の整備な
どにも取り組んでいる。

 信太山  惣ヶ池 湿地（和泉市）
しのだやま そうがいけ

　住宅地に隣接する湿地で、湿地性の
動植物が生育しているが、環境の変化や
ネザサ等の繁茂による陸地化により水辺
環境が悪化しつつあるため、その保全活動
に取り組んでいる。

 蕎原 の森（貝塚市）
そぶら

　台風によって風倒被害を受けた雑木林
や人工林を、里山として再生するために活
動をはじめた。現在は広葉樹を中心に、植
栽や保育作業を行っている。

いずみの森（泉佐野市）

　稲倉池周辺に広がる森林で、「いずみ
の森ボランティアの会」を中心に、行政、土
地所有者、市民団体が連携し、森林整
備、里山の景観づくり、環境教育拠点づく
りなどに取り組んでいる。

 和泉  葛城山 （岸和田市・貝塚市）
いずみ かつらぎさん

　山頂付近に広がるブナ林は、日本にお
ける分布の南限圏にある。学術的にも貴重
であることから、１９２３年に国の天然記念物
に指定された。この貴重なブナ林を保全す
るために、大阪府、岸和田市、貝塚市ととも
に、調査や保護事業を行っている。また、
「ブナ愛樹クラブ」を中心に保全活動を行
っている。

【保全契約資産】
土地 ９箇所
【会員制度】
個人会員　　　　年会費一口 １,０００円
法人・団体会員　年会費一口 １０,０００円
【基金制度】
「ゼフィルスの森トラスト基金」
「ブナの森トラスト基金」
特定公益増進法人の認定を受けている
ため、基金への寄付は税の優遇措置を受
けられる。
【定期刊行物】
会報誌「みどりのトラスト」年３回発行
【連絡先】
〒５４１－００５４ 大阪府大阪市中央区南本町

２－１－８　創建本町ビル４階

�０６－６２６２－５４８０　Fax.０６－６２６３－５４３３

midori@ogtrust.jp 

http://www.ogtrust.jp/
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ヒロオビミドリシジミ



　１９９３年６月発起人総会をもって活動
を開始したＫＡＮＴＡは種 の々啓蒙活動や
調査勉強を進めながら法人化を目指し会
員と資力の増強に励みつつ、１９９５年より
里山復活運動「よみがえれ森」事業を開
始、和歌山県熊野において植林を継続、
１９９９年より植林のための苗木育成活動に
着手、大阪近郊に２カ所の育苗園造成を
進めている。
　１９９８年いわゆるＮＰＯ法の施行を機
に念願の法人格取得を果たした。ナショナ
ル・トラスト運動展開の基盤を確立し、法人
化を機に発足当初の自然環境・歴史環
境保全のコンセプトに加え近年「ゴミ問題」
を皮切りに急速に危機的状況が危惧され
る生活環境を視野に入れて、この３本柱に
よる環境保全に向けて諸活動を推進中で
ある。
　ナショナル・トラスト運動を市民レベルで
進めるにはまず資金面の体力作りを抜きに
何事も語ることは出来ず、「一人の一万ポ
ンドより一万人の一ポンド」の精神を忘れる
ことなく会員増強を図りつつ市民参画の
諸活動を展開している。
【現有資産】
土地　１,０００�
建物　１棟
【保全資産】
土地　１０,０００�

【会員制度】
月会費　正　会　員　　１,０００円
　　　　賛助会員　　１,０００円
　　　　協力会員　　５,０００円
年会費　学生会員　　３,０００円
　　　　ジュニア会員　３,０００円
　　　　（１８歳以下）
【定例行事】
部会（自然環境スタディーツアー、歴史環
境、生活環境・エコライフ）例会
【定期刊行物】
「ＫＡＮＴＡ通信」　隔月
【連絡先】
〒５４１－００５３　大阪府大阪市西区江戸堀

　　　　　　１丁目２―１６　山下ビル　４Ｆ

（社）アジア協会アジア友の会　（内）

�０６―６４４４―０５８７　Fax．０６―６４４４―０５８１

kanta@jafs.or.jp

http://www.kanta.asia

特定非営利活動法人

関西ナショナル・トラスト協会（通称 ＫＡＮＴＡ）
大阪府大阪市

すばらしい自然環境に恵まれたこの国の気候・風土は、日本独特の文化と豊かな感性をもった
社会を育ててきたが、その日本人の心のふるさとの原点の自然・歴史環境がいまや急速に変貌
していることを憂う有志が、ナショナル・トラスト手法によって主として近畿一円の環境を破滅から
守り、次の世代に引き継ぎ健全で心豊な精神風土をはぐくむ場を残すための市民運動を立ち上
げ推進している。
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関西の美しい自然と歴史的遺産を次の世代へ



87関西ナショナル・トラスト協会

植林のための苗木を育成している

里山復活運動「よみがえれ森」事業のフィールド



古代ロマンの中で景観を守る

　日本人の心のふるさと、奈良県明日香
村の景観は、古都保存法（１９６６年）およ
び明日香村特別措置法（１９８０年）の２つ
の法律によって、乱開発の波から守られて
きた。しかし、住民の高齢化や人口減少、
農業の衰退などから、村の活力が低下し、
歴史的な景観の保全や維持が困難にな
っている。こうした事情を背景に、耕作放棄
地や休耕田の増加、荒廃した竹林の広が
りが、日本国誕生の地である「飛鳥の原風
景」を損なう要因となっている。
　そこで、古代ロマンあふれる明日香村
で、泊まり込みで作業に汗を流し、かけがえ
のない景観を守ることを目的に、景観ボラン
ティア明日香が発足した。

日本版ワーキング・ホリデー

　英国では、ワーキング・ホリデー（作業キ
ャンプ）を通じて、ボランティアによる景観の
保全活動が進められている。そこで、景観
ボランティア明日香と明日香村地域振興
公社は、２００２年から“日本版ワーキング・ホ
リデー”を実施し、古代植生の復元や荒廃
竹林の伐採、遊歩道・案内板の設置、飛
鳥川と周辺の整備などを行っている。さら
に、地元の信仰を集めている水神さん「くつ
な石」へ鳥居の奉納や、廃屋の解体・修
復、ヤマザクラ・モミジなどの植樹も行い、こ
れまでに、６つの集落の１３箇所の景観を
修復した。２００５年から、台湾と韓国のナ
ショナル・トラスト団体の参加もあり、国際ボ
ランティア・キャンプとなっている。
【会員制度】
活動に参加するごとに会員資格を３年間
延長。会費は主要イベント参加時に５００円。

【定期刊行物】
活動情報を定期的に会員へ通知。ホーム
ページとブログで最新情報を提供。
【連絡先】
〒６３４－０１１２ 奈良県高市郡明日香村大字

 島庄１５４－３

 �明日香村地域振興公社内

�０７４４－５４－９２００　Ｆａｘ．０７４４－５４－５１１８

asuka@yume9200.jp

http://www.ascva.com

景観ボランティア明日香
奈良県・明日香村

88
明日香村の棚田

森と田園と水の「飛鳥（明日香）の原風景」を守るため、古都、飛鳥を愛する人たちが結成した。ボ
ランティアと明日香村地域振興公社、地域の住民の三者が一体となり、ユニークな活動を展開し
ている。２００９年には、日本都市計画学会関西支部主催の「関西まちづくり賞」を受賞した。



89景観ボランティア明日香

荒廃した竹林の伐採風景



残そう豊かな緑と海を
　
　田辺湾は､多種類の海洋生物が数多く
生息している世界的にも貴重な所である。
　それは、黒潮の影響を強く受けているに
もかかわらず湾内には暗礁が多く、潮がゆ
っくりと動いて南の海で生まれた種 の々幼
生の生育を助けるからである。
　もう一つ大切なことは、後背地にはすぐ
海岸林があり腐食土層が栄養素を補給
するとともに、風や雨などによる土砂の海へ
の流入を防ぐことで全体のメカニズムが常
に安定していることだ。しかしこれだけでは
冬場の水温低下を防ぐことが出来ない。
幸いなことに田辺湾は西側に大きく開き、そ
の時期には北西の季節風が黒潮を湾内
に押込む働きをしてくれる。
　天神崎は、この田辺湾北側の岬で、白
浜温泉の対岸にある。丘陵地の緑濃い海
岸自然林が強い潮風に耐えて生いしげ
り、海は直接太平洋につながり、磯には干
潮になると、１３haの広い平らな岩礁が広が
る。
　「天神崎の自然」の最もすぐれた特徴
は、市街地に近接していながら、海岸自然
林の動植物と海の動植物が、平たい岩礁
の潮間帯生物をはさんで、森、磯、海の三
者が一つの生態系を形づくっていることで
ある。
　１９７４年、その天神崎に高級別荘地開
発の計画を知った元高校教師の外山八
郎氏（故人）ら市民有志は、行政の力で
開発を抑制してもらえるものと田辺市・和
歌山県に陳情した。
　自然はいったん破壊されると修復が困
難である。行政的な解決が困難なことが分
かったとき、業者から土地を買いもどすより

財財団団法法人人天天神神崎崎のの自自然然をを大大切切ににすするる会会
和歌山県田辺市

会の名前を｢守る｣としないで、｢大切に｣としたのは｢守る｣というのは敵がいるからである。この
運動には敵があってはいけない。みんなにこの運動の理解者になって協力してもらって天神崎
の自然を大切にしていきたい。

90
天神崎は森、磯、海が一体となって生態系を形成している。



91天神崎の自然を大切にする会



他に道はないと、やむにやまれず買い取り
運動に踏み切ることになった。
　わたしたちは、この自然環境を未来の子
供たちに伝え残すことを願って、「財団法
人天神崎の自然を大切にする会」を設立
した。現在は、公益財団法人の認定に向
けて準備を進めている。

【現有資産】
土地　５１,７２８.２３�
【保全資産】
土地　２１,４２２.７７�
【会員制度】
正会員　　年会費　３,０００円
賛助会員　賛助金　年５,０００円以上
協力会員　ボランティアとして活動に協力



【定例行事】
自然観察会　年１回春
子どもふるさと絵画展
【定期刊行物】
天神崎通信 年１回
天神崎だより 年２回

【交通】
ＪＲ紀勢本線（特急利用）紀伊田辺駅
下車→明光バス目良下車→徒歩５分。
ＪＲ紀勢本線（普通利用）芳養駅下車
→徒歩２０分。
【連絡先】
〒６４６－００５３　和歌山県田辺市天神崎５－１７

�０７３９－２５－５３５３　Fax.０７３９－２５－５３８５

info@tenjinzaki.or.jp

http: //www.tenjinzaki.or.jp

93天神崎の自然を大切にする会

広く、平らな岩礁は子供も安心して自然観察ができる。



　団体の名称にある「アメニティ」とは、「住
み心地の良い」という意味。気が遠くなるよ
うな長い時間の中ではぐくまれてきた厳粛
で神秘的な森、よどみのない水、豊かな実
りをもたらす土、そして自然や生活と長い
間、優しいハーモニーを奏でてきた民家や
町並みの数々…。これらのものを次の世代
に伝えるため、英国でさかんなナショナル・ト
ラストの考え方を柱として、アメニティ２０００
協会は２０００年に設立された。
　設立後の３年間は、阪神地域における
歴史的建造物の調査に力を注いだ。その
結果、阪神大震災などにより戦前の貴重
な建物の多くが失われていることが判明。

この調査を通じて出会った２つの建物を大
きな柱として、活動を行ってきた。　

ヴォーリズ六甲山荘

　ひとつは、米国出身の建築家ヴォーリズ
が設計した１９３４（昭和９）年築の六甲山
荘である。１９７５（昭和５０）年より甲南女子
学園のセミナーハウスとして活用されてきた
が、２００１年に閉鎖。協会は甲南女子学園
と交渉を重ね、ナショナル・トラスト方式によ
って保存することにする。全国からの募金と
会の基金をもとに資金を調達し、２００８年３
月にこの山荘を２,５００万円で購入するに
至り、２００８年７月より一般公開を行ってい

特特定定非非営営利利活活動動法法人人

アメニティ２０００協会
兵庫県西宮市
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ヴォーリズ六甲山荘



旧乾邸

　もうひとつは、神戸市東灘区にある旧乾
邸である。協会が調査した時にはすでに物
納されており、いつ取り壊されてもおかしくな
い状況であった。協会は毎月１回、旧乾邸
のすばらしさを広く知ってもらうための内覧
会を２００３年から６年にわたり実施してきた。
現在では、貴重な文化財として評価され、
２００９年に神戸市指定文化財に指定した
うえで、神戸市が購入することが決定して
いる。
【現有資産】
ヴォーリズ六甲山荘（建物面積　２６４㎡、
敷地面積　５８２５㎡）
【会員制度】
正会員　　年間　５,０００円
　　　　　（学生は半額）
家族会員　年間　２,５００円
賛助会員　年間（一口）　１０,０００円
【連絡先】
〒６６２－０８３３　西宮市北昭和町３－２０

�＆ Fax.０７９８－６５－４３０３

http://homepage３.nifty.com/amenity２０００/

95アメニティ２０００協会

ヴォーリズ六甲山荘で開かれたコンサート

る。現在、国登録文化財、近代化産業遺
産、ひょうごの近代住宅百選等に指定さ
れている。

山荘内の居間にある暖炉



岡山後楽園
　
〒７０３－８２５７　岡山市北区後楽園１－５
�０８６－２７２－１１４８　Fax.０８６－２７２－１１４７

　日本三名園の一つ岡山後楽園は、
１７００年（元禄１３年）に完成した林泉回遊
式の庭園で、国の特別名勝に指定されて
いる江戸初期の我が国を代表する大名
庭園である。
　総面積は１３haで、沢の池と唯心山を中
心に明るく広 と々した芝生が展開しており、
四季おりおりの風情を楽しむことができる。
【交通】
ＪＲ岡山駅からタクシーで約５分、徒歩
で約２５分
【利用案内】
年中無休
開園時間／４月１日～９月３０日
　　　　　午前７時３０分～午後６時
　　　　　１０月１日～３月３１日
　　　　　午前８時～午後５時

犬養木堂生家及び記念館
　
〒７０１－０１６１　岡山市北区川入１０２－１
�０８６－２９２－１８２０　Fax.０８６－２９２－１８２５

　１９３２年５月１５日（５.１５事件）に海軍
青年将校の凶弾に倒れた、時の総理大
臣犬養毅（木堂）は、政党政治の確立に
貢献した清廉潔白な政治家であった。そ
の生家は、江戸中期の大庄屋の遺構を
残しており、国の重要文化財に指定されて
いる。また隣接した犬養木堂記念館には、
偉業を偲ぶゆかりの品 を々展示している。
【交通】
ＪＲ庭瀬駅からタクシーで約５分、徒歩
で約２５分
【利用案内】
休館日／毎週火曜日及び祝日の翌日

（土、日は除く）、年末年始
開館時間／午前９時～午後５時

　他にも日中の国交正常化に尽力した
岡崎嘉平太の記念館の管理運営を行う。
【会員制度】
年会費　個人会員　　２,５００円　
　　　　家族会員　　３,０００円
賛助会員　５０,０００円以上の寄付者は
　　　　　永年会員となる。
団体会員　２０名までは２０,０００円
【定例行事】
自然・文化財を訪ねる現地研修会
郷土文化講座
文化財団会員作品展（絵画・写真）
【定期刊行物】
会報「きび野」年４回
「岡山の自然と文化」年１回
【連絡先】
〒７００－０８１３　岡山市北区石関町２－１

�０８６－２３３－２５０５　Fax.０８６－２３２－４３２９

http://www.o-bunka.or.jp

岡岡山山県県郷郷土土文文化化財財団団
岡山県岡山市

岡山県の自然や文化財の保護をはじめ、地域の伝統に根ざした新たな文化の創造を目指し
て、さまざまな事業を行っている。その内で、自然や文化財保護に関する事業として、岡山県
から委託等を受けて管理運営などを行う施設は次のとおりである。
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97岡山県郷土文化財団

岡山後楽園



　生態系トラスト協会は、１９９４年に高知市
で設立された市民団体で、自然生態系を
基盤とした国づくり、地域づくりをめざし、調
査研究や政策提言、環境教育等を行い、
ナショナルトラスト手法によるビオトープの保
全・拡大を進めている。
　ヤイロチョウは５月に東南アジアから渡っ
てくる夏鳥で、その名の通り八色にきらきら
と輝く。日本では１００～１５０羽ほどしか確認
されていない。このヤイロチョウがやってくる
四万十川流域の森を守るため、協会は
「四万十ヤイロチョウの森」を増やす活動を
行っている。２００９年末までに、ヤイロチョウ
が好む広葉樹の森約９０ｈａを取得した。協
会ではヤイロチョウの他にも、クマタカやヤマ
ネなど多様な生物が生息する森の取得を
続けている。
　「四万十ヤイロチョウの森」のほかにも、
吉野川の源流にあたる土佐町、日高村、
高知市内にもトラスト地をもち、「めだかトラス
ト」や「西日本のツルの分散越冬地づくり」
などいろいろな活動を行っている。これらのト
ラスト活動を中心に、ヤイロチョウが渡ってい
くアジアの研究者やＮＧＯとの交流、トラス
ト活動をよく知ってもらうためのエコツアーや
小学校への出張講座、ヤイロチョウの日（８
／１６）の制定などの普及活動にも力を入
れている。
【現有資産】
土地　９０８,０８９�
管理用建物　３３�
【会員制度】
正会員・サポート会員・ジュニア会員
　年間　１０,０００円／６,０００円／３,０００円

【募金活動】
一口オーナー募金（一口１万円）他
【連絡先】
〒７８１－０２７０　高知県高知市長浜４９６４－１１

�＆ Fax.０８８－８４１－５４００

http://www.h7.dion.ne.jp/̃ecokochi/

社団法人

生態系トラスト協会
高知県高知市
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ヤイロチョウ。その姿はなかなか見ることができない。

ヤイロチョウの森を守る
～多様な生物の生息地を

めざして～
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２００7年度ナショナル・トラスト活
動助成で取得したトラスト地、通
称「三角山」。人工林の中に広
葉樹林が三角形に残っている。



　阿蘇は九州五県（熊本、福岡、佐賀、
大分、宮崎）を流れる六つの一級河川の
源流域である。すなわち３００～４００万人の
人 が々恩恵を受けており、いわば九州の水
瓶といえよう。また、国内や海外から毎年約
１,３００万人の訪れる雄大な自然景観の地

である癒しの空間である。と同時に日本有
数の食料生産基地であり、ヒゴダイ（野の
花）、オオルリシジミ（蝶）などの希少動植物
が生息している地域である。
　そうした阿蘇の草原、森林、農地が近年
の農業の衰退、高齢化・過疎化などにより

財団法人阿蘇グリーンストック
熊本県阿蘇市

農村、都市、行政三者の連携で広大な阿蘇の生命資産を保全し、後世に引き継いで行こうとい
う目的で１９９５年４月に設立。下記の活動に取り組んでいる。
１.野焼き支援ボランティア活動などの阿蘇の草原保全活動
２.広葉樹の森づくりなどの水源涵養活動
３.特産品普及やあか牛オーナー制度などの農業・農村振興支援活動
４.草原体験その他の環境学習活動
５.阿蘇の生命資産保全へ向けた調査・研究活動
６.「阿蘇ゆたっと村」を拠点とした都市・農村交流活動
７.ファームスティ（農村体験型修学旅行）の受け入れ等のグリーンエコツーリズム活動
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九州の水瓶、阿蘇の緑の生命資産を守る！

米塚



荒廃し、このままではその広大な緑の生命
資産である貴重な自然環境が維持できな
くなってきている。
　グリーンストック運動はこうした状況の中
で、この広大で貴重な阿蘇の自然環境、
生命資産を何とか農村と都市、行政、企
業四者の連携で護り、後世に残していこう
と言うことで始まった。熊本県内を中心に、
さまざまな企業・団体、市民グループ、ＪＡ、
労働組合、行政、個人の賛同・協力によ
って、１９９５年４月に財団が発足した。
　阿蘇のグリ－ンストック運動の特徴は、阿
蘇の農業・農村を単に食料生産という視
点に止まらず、貴重な国民共有の生命資
産として広義の視点から位置付けている。
そうした認識に基づいた、都市の側からの
農業・農村の環境保全と地域振興の運
動として取り組まれている。環境保全と地
域振興の基軸は、農業・農村の再生、生

業の再生であることから、農村と都市、行
政、企業四者が連携した新しい社会シス
テムの構築の必要性を提起している。
　当財団は、特定の企業・団体、行政な
どに偏らない、幅広いネットワークを持った地
元・都市住民主導のボランティア型の財団
である。
【現有資産】
土地　８.９ha
建物　１棟
（体験施設）
【保全資産】
土地　３８.５ha
【会員制度】
出捐会員（企業・団体・個人）

１口５０,０００円以上
活動会員 年会費　１,０００円～２,０００円
維持賛助会員
　個人　　　　年会費　１口 ３,０００円
　任意団体　　年会費　１口 ２０,０００円
　企業・団体　年会費　１口 ５０,０００円
【定例行事】
水源涵養と野鳥の森づくり（広葉樹の植
林）　４月
水源涵養と野鳥の森の手入れ（下草刈り
他）　１０月～１１月
輪地切り（野焼きのための防火帯作り）支
援活動　８月～１１月
野焼き支援ボランティア初心者研修会　
２月（２回）

野焼き支援ボランティア活動　２月～４月
【定期刊行物】
会報「草原だより」年４回発行
【連絡先】
〒８６９－２２３７

熊本県阿蘇市的石１５３７－１

�０９６７－３５－１１１０　Ｆａｘ.０９６７－３５－１１５１

ホームページ　http://www.aso.ne.jp/̃green-s/

101阿蘇グリーンストック



美しい花野を再生・保全

　何千年もの昔から当たり前の風景だっ
た、阿蘇の草原。放っておくと木が生えて
森へと移り変わっていくところを、毎年の草
刈りや野焼きによって草原の状態が保た
れてきた。そこから採れる草は、畑の肥料と
して、また農耕牛の餌として、農村の暮らし
にはなくてはならない存在だったのである。
しかし、１９６０年代以降、農業の機械化や
化学肥料の利用、拡大造林が進められた

結果、草原の面積は減少し、草原ならでは
の貴重な動植物が絶滅してしまうこととな
った。
　阿蘇花野協会は、阿蘇の野の花が豊
かに咲く「花野」の再生をめざして２００４年
に設立された。２００６年には、阿蘇固有の
植物が多く自生する原野を約１０ｈａ買い
取り、草原の再生に取り組んでいる。この
原野は、放棄されていたため草が背丈以
上に伸び、花も咲かなくなっていたが、草刈
りや野焼きを再開した結果、ユウスゲやヒメ

特定非営利活動法人

阿蘇花野協会
熊本県熊本市
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ユリ、ヤツシロソウなど、かつて群生していた
花 が々次 と々復活してきた。来年はどんな
花が蘇るか分からない。阿蘇花野協会は、
人と自然が共生することによって育まれて
きた阿蘇の野の花の価値や文化的な豊
かさを広く啓発するとともに、花野の再生・
保全を進めている。
【現有資産】
土地　９８,３６０�
【会員制度】
個人会員　会費　年間　３,０００円
学生会員　会費　年間　１,０００円
団体会員　会費　年間２０,０００円
【定期刊行物】

会報誌「花野たより」
【連絡先】
〒８６２－０９１２　熊本県錦ヶ丘３－１５

�＆Fax.０５０－６６２０－８３０６

http://www.asohanano.com/index2.html



　日本ナショナル・トラスト協会は、多くの人
たちにナショナル・トラストへの理解を深めて
もらい、この活動を全国に広げていくことを
目的として結成された。このガイドブックで
紹介している各地の団体の全国的なセン
ター組織として設立され、１９９２年に公益法
人となった。日本のナショナル・トラストを
さらに普及、推進するための活動に取り組
んでいる。また、２００７年以降は協会自らも
土地の購入や贈与の受け入れを開始し、
土地の取得を積極的に行っている。
【基本財産】
土地　１０３.２ｈａ
富士山高原トラスト（山梨県富士河口湖町）
日の出の森トラスト（東京都日の出町）
愛別ヒグマの森トラスト（北海道愛別町）
宮古島サシバの森トラスト（沖縄県宮古島市）
長良川清流の森トラスト（岐阜県岐阜市）
丸子カモシカの森トラスト（長野県上田市）
美作・水源の森トラスト（岡山県美作市）
津山・水源の森トラスト（岡山県津山市）
【会員制度】
個人正会員　年会費　２０,０００円
団体正会員　年会費　５０,０００円
※正会員：協会の目的に賛同して入会した個人又は団

体で、社団法人の構成員

個人賛助会員（個人会員）　
　年会費一口　　５,０００円
団体賛助会員（企業会員）　
　年会費一口　１００,０００円
※賛助会員：協会の事業を賛助するため入会した個人

又は団体・企業

【関連刊行物】
講演録「ナショナル・トラスト全国大会の記録」
冊子「ナショナル・トラスト活動と税制度」
冊子「ナショナル・トラストの手引き」（環境省）
パンフレット「企業の社有地を活用したＣＳＲ－
生物多様性の保全の観点から」（環境省）
漫画「おじいさんの森―ナショナル・トラストで

残す里山―」（環境省）
【連絡先】
〒１７１－００２１　東京都豊島区西池袋２－３０－２０

 音羽ビル

�０３－５９７９－８０３１　Ｆａｘ．０３－５９７９－８０３２

office@ntrust.or.jp 

http://www.ntrust.or.jp/

社団法人

日本ナショナル・トラスト協会

104



105日本ナショナル・トラスト協会

富士山高原トラスト
2007年に取得した富士山麓のトラスト地。土地を守ることは、
その土地に暮らす多くの野生の生き物を守ることや、地球の
温暖化を抑えることにもつながる。
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長良川清流の森トラスト
鵜飼で知られる清流、長良川河畔のトラスト地。その周辺は、
良好な自然を維持する環境として、風致地区に指定されている。
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全国各地の運動団体を紹介する
ナショナル・トラスト　ガイドブック２０１０
２０１０年３月１日発行

発　　行／社団法人日本ナショナル・トラスト協会
　　　　　〒１７１－ ００２１　東京都豊島区西池袋２－ ３０ － ２０音羽ビル　
　　　　　TEL.０３ － ５９７９ － ８０３１　FAX.０３ － ５９７９ － ８０３２
　　　　　http://www.ntrust.or.jp
印刷製本／情報印刷株式会社
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あとがき
　
　５０年ほど前からはじまった日本のナショナル・トラスト活動は、一人一人の市民の皆
様や企業の皆様のご賛同をいただきながら、全国５０以上の地域に広がっています。
このガイドブックでは、こうした活動の一部をご紹介しましたが、この他にも、外国との交
流や行政との協働など、地域の活動は多方面にわたっています。
　日本は今まで、現代の人 の々より豊かな生活を求めて努力してまいりましたが、そ
のことによって、将来の人 の々財産を失うことになってしまいました。そこで私たちは、今
の人 と々将来の人 の々ために、豊かな自然と伝統、そして美しい風景を子どもたちに
手渡していきたいと思っています。
　ナショナル・トラスト活動は、市民が自らの手で大切な環境を守っていく公益的な活
動として、国づくり、まちづくりに重要な役割を担っています。私たちはこれからも、皆様
のやさしい心を美しい風景にかえて、大切な環境を永久に守っていきます。
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